
各宿場に関してのお問合せは

［軽井沢宿・沓掛宿］
軽井沢町　観光経済課　観光商工係　TEL : 0267-45-8579

［追分宿］
軽井沢町　観光経済課　観光商工係　TEL : 0267-45-8579

［小田井宿］
御代田町　産業経済課　商工観光係　TEL : 0267-32-3111

［岩村田宿・塩名田宿・八幡宿・望月宿・茂田井間の宿］
佐久市　観光交流推進課　観光係　TEL : 0267-62-3285

［芦田宿］
立科町　産業振興室　TEL : 0267-56-2311

［長久保宿・和田宿］
長和町　産業振興課　商工観光係　TEL : 0268-88-2345
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中
山
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を
歩
く

長野県地域発元気づくり支援金活用事業
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東
信
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中
山
道

〜
軽
井
沢
宿
か
ら
和
田
宿
へ
〜

　
江
戸
五
街
道
の
一
つ
「
中
山
道
」
は
六
十
九
の
宿
場
を
持
ち
、

道
中
木
曽
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
「
木
曽
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
、

信
濃
に
は
二
十
六
の
宿
場
が
あ
っ
た
。

　
江
戸
か
ら
の
そ
の
道
中
は
碓
氷
峠
が
入
口
と
な
り
、
そ
の
先

雄
大
な
浅
間
山
を
望
み
な
が
ら
軽
井
沢
、
沓
掛
を
進
む
。

　
善
光
寺
へ
と
続
く
北
国
街
道
と
の
分
去
れ
と
な
る
追
分
、

姫
君
に
愛
さ
れ
た
小
田
井
。

　
佐
久
平
の
盆
地
を
ゆ
る
ゆ
る
と
行
け
ば
か
つ
て
の
城
下
町

岩
村
田
。

　
千
曲
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
渡
る
塩
名
田
、
良
質
な
米
の
産
地
、

五
郎
兵
衛
新
田
の
近
い
八
幡
。

　
駒
の
里
と
し
て
歌
人
に
詠
ま
れ
た
望
月
、
造
り
酒
屋
の
美
酒

を
味
う
茂
田
井
。

　
峠
に
は
松
の
並
木
が
続
く
芦
田
、
堅
町
と
横
町
が
直
角
に

交
わ
る
長
久
保
。

　
や
が
て
中
山
道
最
高
地
点
、
標
高
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

難
所
が
迫
る
和
田
、
そ
の
和
田
峠
を
越
え
れ
ば
諏
訪
湖
へ
と
下

り
が
続
く
。

　
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
見
せ
て
く
れ
る
信
濃
の
東
側
、

軽
井
沢
宿
か
ら
和
田
宿
ま
で
の
十
一
宿
を
「
東
信
州
中
山
道
」

と
し
て
親
し
み
な
が
ら
旅
し
て
も
ら
い
た
い
。
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×

軽井沢宿

軽井沢ショー
記念礼拝堂

二手橋

つるや旅館

見
晴
台

旧中山道碓氷峠
道跡標識

松井田峠

チャーチ
ストリート軽井沢

明治天皇
行在所

軽井沢観光会館

万平ホテル

雲場池

至 軽井沢駅

六本辻

熊野皇大神社
（熊野神社）

133

133

道標

道標

道標

熊野皇大神社
新宮、本宮、那智の3つ
の社殿が群馬との県境に
またがって建っている。
（海抜1,208m）

・こま犬

・石の風車
軽井沢町指定文化財

芭蕉句碑

本陣

脇本陣

・江戸屋・三度屋
・佐　忠・丁字屋

群馬県長野県

行止
り（通

行不
可）

遊歩道遊歩道

遊歩道

遊歩道
道標

　

江
戸
か
ら
数
え
て

18
番
目
の

軽
井
沢
宿
は
�
長
野
県
側
の
入

口
と
な
り
ま
す
�
碓
氷
峠
の
頂

上
は
�
手
前
の
坂
本
宿
か
ら
の

標
高
差

13
k
m
あ
り
�
道
中
は

険
し
い
山
道
を
登
る
難
所
で
し

た
�

　

峠
の
頂
上
は
�
関
東
平
野
や

富
士
山
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
�
そ
の
景
色
は
当
時
の
旅
人

達
も
眺
め
て
い
た
こ
と
で
し
�

う
�

　

軽
井
沢
宿
は
現
在
旧
軽
井
沢

銀
座
と
よ
ば
れ
�
当
時
の
宿
場

の
面
影
は
薄
く
な
り
つ
つ
も
�

今
で
も
大
勢
の
お
客
で
賑
わ
う

観
光
地
と
な
�
て
い
ま
す
�

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

34

天保14年（1843年）「中山道宿村大概帳」に載せら
れた数字をもとに記載しております。

※本陣・脇本陣・旅籠数の表記について

十八番 軽井沢宿
（本陣1、脇本陣4、旅籠21）※

熊野皇大神社

東信州中山道ウェブサイ
トで、各地の情報をご
案内しています。
左の QR コードから、
サイトへアクセスして
ご覧ください。

http://www.higashisinshu_nakasendo.com/

View Point

View Point

熊野神社

※熊野皇大神社（熊野神社）は、
　長野県と群馬県の県境にあり、
　このふたつの名前をもっている。

（　　有料トイレ有）



くつ かけ

沓掛宿

軽井沢
警察署

南ヶ丘入口

離　山

南　原

中軽井沢

中軽井沢西

中部小入口

軽井沢
町役場

浅間山が
左手に見える
場所

軽井沢病院

中軽井沢
駐在所

長野新幹線

しなの鉄道

軽井沢
高校

軽井沢
東部小

軽井沢
中学校 軽井沢町

歴史民俗
資料館

通行不可

雨宮池

中軽井沢駅
（観光案内所有り）

八十二銀行

18

18

CVS

CVS

軽井沢中学前

道標

本陣土屋家

一里塚

庚申塔等
石造物（7基）

馬頭観音等石造物（3基）

草津道
への道標

沓掛
時次郎碑

十九番 沓掛宿
（本陣1、脇本陣3、旅籠17）

脇本陣ます屋跡脇本陣つる屋跡

脇本陣つた屋跡

　

19
番
目
の
宿
�
沓
掛
宿
は
現

在
地
名
を
中
軽
井
沢
に
変
え
て

い
ま
す
�
長
谷
川
伸
の
小
説
に

﹁
沓
掛
時
次
郎
﹂
と
い
う
作
品

が
あ
り
ま
す
が
�
長
倉
公
園
に

あ
る
沓
掛
時
次
郎
碑
に
は
﹁
千

両
万
両
枉
げ
な
い
意
地
も
�
人

情
搦
め
ば
弱
く
な
る
浅
間
三
筋

の
煙
の
下
で
男　

沓
掛
時
次

郎
﹂
と
書
か
れ
て
い
ま
す
�

　

沓
掛
宿
の
東
側
�
湯
川
に

沿
�
た
一
部
分
に
浅
間
山
が
左

手
に
見
え
る
場
所
が
あ
り
ま

す
�
江
戸
か
ら
の
道
中
�
常
に

右
側
に
見
え
る
浅
間
山
が
�
こ

こ
だ
け
左
側
に
見
え
た
た
め
�

旅
人
の
間
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
�

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

56

沓掛時次郎碑

※ここで
横断歩道
を渡って
ください



軽井沢西部小

しな
の鉄
道

信濃追分駅

18

18

追分宿

CVS

CVS

二十三夜供養塔

馬頭観世音4基

馬頭観世音

大笹道への道標

追分宿
案内看板

追分案内
マップ

追分宿郷土館
敷地内に、軽井沢町
最大の馬頭観世音が
移築

常夜灯
側に石橋がある。

精神場橋
（昇進橋）

諏訪神社
江戸時代までは上
諏訪神社。
明治時代に上下諏
訪神社と宿内の神
社が統合された。

泉洞寺
境内には堀辰雄
の愛した如意輪
観音や稲垣黄鶴
筆塚、カーリン
グ地蔵など石造
物が多数

関札場跡

御影用水上堰
追分宿の北側を流れる上
堰は、取水して宿用水と
して使用された。

軽井沢測候所 道祖神2基、庚申塔1基、
奉納第百八十八番順礼供養塔1基

古宿にあった
氷室跡

「女街道入口」
（姫街道）の説
明看板借宿公民館

公民館の裏に大
日堂、寒念仏供養
塔が移されてい
る。

国道18号線と
合流。交通量多
し、通行注意

国道18号線と
合流。交通量多
し、通行注意

〒

秋葉神社

道標

道標
道標

道標
馬頭観世音

借宿から下仁田道
への分岐点に置か
れている。

追分の一里塚

南北一対 

遠近宮

在原業平の歌に因んで名付け
られたといわれている。
社叢は、軽井沢町指定文化財

浅間神社

江戸時代には石尊山・浅間山に登る
入口で、浅間嶽を遥拝する里宮。明
治2年に本殿がおかれ浅間神社とし
た。本殿は軽井沢町内最古の建築
で、軽井沢町指定文化財に指定。
敷地内には、芭蕉句碑、追分節発祥
の地碑など、石造物が多数残る。

借宿

沓掛宿と追分宿間の間
の宿。 下仁田街道の分
岐点に位置した。

追分宿脇本陣油屋跡

現在は蕎麦処ささくら

本陣跡

敷地内に明治天皇御巡幸碑

追分宿駐車場
天皇陛下御製碑

修験寺院
自性院跡

旧下諏訪
神社参道

吉野坂

（伝）吉野太夫の墓

堀辰雄文学記念館
記念館正門に、追分
宿本陣の裏門が建つ

追分宿高札場跡（レプリカ）・貫目改所跡
当時の高札は追分宿郷土館に保存されている。

脇本陣跡
甲州屋跡

中部小入口

借宿東

借　宿

追　分

追分宿

駐在所

二十番 追分宿
（本陣1、脇本陣2、旅籠35）

　

追
分
宿
は
中
山
道
の
宿

場
で
は
最
も
標
高
が
高
く

お
よ
そ
千
メ
�
ト
ル
に
位

置
し
て
い
ま
す
�
江
戸
時

代
�
軽
井
沢
宿
・
沓
掛
宿
・

追
分
宿
の
3
つ
の
宿
場
を

﹁
浅
間
根
腰
の
三
宿
﹂
と
呼

び
�
特
に
北
国
街
道
の
分

岐
点
に
位
置
す
る
追
分
宿

は
�
参
勤
交
代
の
大
名
や

善
光
寺
参
詣
の
旅
人
な
ど

で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
�

現
在
行
わ
れ
て
い
る
﹁
し
な

の
追
分
馬
子
唄
道
中
﹂
は

当
時
の
旅
人
の
姿
を
再
現

し
て
盛
り
上
が
る
お
祭
り

で
す
�

追
分
宿
の
江
戸
口
に
あ
る

追
分
宿
郷
土
館
に
は
�
当

時
追
分
宿
で
使
用
し
て
い

た
品
々
や
茶
屋
の
一
部
を

復
元
し
た
コ
�
ナ
�
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
�

桝形の茶屋
つがる屋 旧旅籠

蔦屋

寿美屋
御
前
水

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

78

View Point

※ここで歩道
橋を渡ってく
ださい

おちこちぐう

GS



18

線路地下道をくぐる

道標

道標

大山神社

御代田中学校入口

浅間サンライン入口

栄　町

駅入口

旭　町 役場入口

CVS

CVS

交番

浅間山

皇女和宮拝領人形

現在は通行不可

御代田駅
御代田
町役場

薬局

薬局

八十二銀行
交通記念館

御代田の一里塚

テニスコート

御代田中学校

し
な
の
鉄
道

追分の
分去れ

エコール
みよた

道標

分去れ

中山道と北国街道の分岐点。
延宝7年（1679）に建立された
道標をはじめ・常夜燈・森羅亭
万象の狂歌碑・子育て地蔵・勢
至菩薩・馬頭観音・廻国塔の7
基の石造物が現存する軽井沢
町指定文化財

庚申塚公園
庚申塚や二十三夜
塔などの石造物や
シャーロックホー
ムズの銅像が建つ

御影用水温水路
（千ヶ滝湯川用水温水路）
約1kmの温水路。ここを過ぎ
ると御代田町に入る。

中山道69次資料館

小
田
井
宿
ま
つ
り

　

文
久
元
年
︵
1
8
6
1
︶
皇
女

和
宮
が
徳
川
家
茂
に
降
嫁
す
る

道
中
�
小
田
井
宿
本
陣
に
お
立

ち
寄
り
に
な
り
�
給
仕
し
た
少

年
が
童
子
の
人
形
を
拝
領
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
�

　

毎
年
8
月
16
日
に
開
催
さ
れ

る
小
田
井
宿
ま
つ
り
は
そ
の
様

子
を
再
現
し
�
和
宮
に
扮
し
た

少
女
と
�
拝
領
し
た
童
子
の
人

形
を
か
ご
に
乗
せ
�
当
時
を
偲

ば
せ
る
衣
装
を
身
に
着
け
た
行

列
が
�
宿
場
内
を
練
り
歩
く
地

域
住
民
の
手
作
り
の
ま
つ
り
と

し
て
有
名
で
す
�

（北国街道）

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

910

※ここで横断歩道を
　渡ってください

信号「浅間サンラ
イン」手前に「旧中
山道」の標識



二十一番 小田井宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠5）

CVS

CVS

CVS

CVS

〒

長倉諏訪神社

平尾大社へ

地蔵
小田井宿
祭小屋

東の桝形

宝珠院の
アカマツ

問屋跡

旅籠

問屋跡

高札場跡
道標道標

道標

道標

道標

小田井北

小田井

佐久 I.C 東

本陣跡

脇本陣跡
食肉センター入口

西の桝形

小田井宿

佐久インター
ウェーブ

道祖神

長野新幹線

佐久 IC

上
信
越
自
動
車
道 皎月原

岩村田宿の北側にある皎月原と
いう名前の草原は、用明天皇元
年(586)の頃、平尾へ配流となっ
た官女皎月が白馬に乗って駆け
回った跡という言い伝えが残っ
ている。

佐久と蹴鞠
　「佐久市誌」によれば、江戸時代
中期の宝歴から明和にかけて、佐
久では蹴鞠（けまり）が大流行し
た。西念寺・野沢瀬下家・根々井来
迎寺・平賀などに蹴場が設けられ、
鞠名人を招いて練習したり、俳人
の俳会の後に鞠大会を開いたり
と、蹴鞠に夢中になっていた。

鵜縄沢端
一里塚東塚

　

小
田
井
宿
は
�
江
戸
板
橋
宿

か
ら
数
え
て

21
番
目
の
宿
場
町

で
�
40
里
14
町
�
京
へ
95
里
8

丁
の
位
置
に
あ
り
ま
す
�

　

江
戸
側
の
追
分
宿
�
京
側
の

岩
村
田
宿
に
は
さ
ま
れ
�
旅
籠

は
わ
ず
か
５
軒
ほ
ど
の
静
か
な

宿
場
町
だ
�
た
と
い
い
ま
す
�

　

そ
の
規
模
か
ら
参
勤
交
代
の

大
名
は
隣
の
追
分
宿
に
宿
を
と

り
�
小
田
井
宿
に
は
姫
君
な
ど

女
性
が
多
く
休
泊
し
た
こ
と
か

ら
﹁
姫
の
宿
﹂
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
�

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

コラム

1112



二十二番 岩村田宿
（本陣0、脇本陣0、旅籠8）

佐久 I.C 東

住吉町

岩村田

岩村田本町

浅間病院西

相生町

CVS
CVS

CVS道標

道標

道標

道標

〒

〒

イオンモール
佐久平

浅間総合
病院

平塚一里塚跡

佐久平駅

岩村田駅

佐久警察署

長野新幹線

小海線

小海線

141

佐久中佐都

中部横断自動車道

岩村田宿

中佐都小学校

佐久大学

道路元標石柱

三宝荒神社
神明神社

円満寺

善光寺
道標

吉澤国雄歌碑
信濃の国歌碑

火の見やぐら

りんご畑

りんご畑

相生の松歌碑
赤松と黒松が
一緒になった
老松の名所

（現在は地名のみ）

芭蕉句碑

法華堂

ドラッグストア

伊勢屋敷跡

今宿・上州道の
常夜燈

佐久市子ども
未来館

岩村田高校

ドラッグストア

道祖神

View Point

View Point

行人塚
千手観世音、
馬頭観音、
石祠

住吉神社
御嶽神社石碑
道祖神

龍雲寺
北高禅師墓碑
武田信玄の分骨が運ばれ埋
葬されたといわれる

林稲荷神社

若宮八幡神社
若宮公園

西念寺
道しるべ道標
仙石秀久墓碑
吉澤好謙（鶏山）句碑

荘山稲荷神社
芭蕉句碑・柏斎 英山句碑
中里の野鳥塚

　

室
町
時
代
大
井
氏
は
東
信
一

帯
と
西
上
州
に
広
大
な
領
地
を

持
ち
�
そ
の
居
館
の
あ
�
た
岩

村
田
は
民
家
六
千
軒
を
有
し
�

交
易
盛
ん
な
信
濃
第
一
の
都
市

と
な
�
て
い
ま
し
た
�
し
か
し

文
明
十
六
年
︵
一
四
八
四
︶
村

上
軍
の
戦
火
に
焼
き
尽
く
さ
れ

廃
墟
と
な
�
て
し
ま
�
た
と
い

い
ま
す
�

　

岩
村
田
は
佐
久
の
要
衝
の
地

と
し
て
戦
国
時
代
武
田
氏
の
支

配
下
で
復
活
し
て
き
ま
す
�
本

格
的
に
復
興
す
る
の
は
江
戸
時

代
に
な
�
て
か
ら
で
�
中
山
道

の
宿
駅
と
決
ま
り
�
新
し
い
岩

村
田
宿
と
し
て
発
足
し
�
発
展

し
て
き
ま
し
た
�
元
禄
十
六
年

︵
一
七
〇
三
︶
に
内
藤
氏
の
岩

村
田
藩
が
成
立
し
ま
す
が
�
城

下
町
が
作
ら
れ
た
の
は
幕
末
元

治
元
年
︵
一
八
六
四
︶
の
こ
と

で
す
�

藤
が
城
の
築
城
と
と
も
に
字
上

ノ
城
︵
現
岩
村
田
小
学
校
内
外
︶

に
作
ら
れ
ま
し
た
�

藤の名所
木造十一面観音立像
キャンベル追悼供養碑

鼻顔稲荷神社
桜と紅葉の名所御嶽神社

御嶽神社石碑

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い 1314



道標

道標

〒

二十三番 塩名田宿
（本陣2、脇本陣1、旅籠7）

道標

塩名田宿

長野新幹線

石標水準点

道路脇の下道

現在は通行不可

クリニック

石標

道祖神

真楽寺道標

薬局

中津橋
教習所

千
曲
川

千
曲
川

タクシー

正縁寺

大円寺

塩名田神社

中山道
塩名田宿標識御馬寄

一里塚跡

道祖神

「御井大神」石碑

子安観音

馬
頭
観
世
音

駒形神社
（国指定の重要文化財）

駒形神社の創立については記録がないため
詳細は不明だが、 この地域は信濃牧の地で
あり、 祭神には騎乗の男女二神像が安置さ
れていることから牧に関連した神社ではな
いかと推定されている。

休み茶屋跡
中宿から河原宿へ急坂
を下った左側に湧水が
出ている。

大日如来
中津橋を渡ったさきの上り坂を上
りきる手前、街道から少し高く
なった場所に白い頭巾と前掛けを
している大日如来像がある。
横に芭蕉の「涼しさや直に野松の
枝の形（なり）」の句碑があり、
大日如来像の後方に雄大な浅間山
を望める。

舟つなぎ石
　明治6年（1873）に千曲川に9艘（そ
う）の船をつないで、その上に板を
架けて橋とする「船橋」方式により
渡川を確保した。
　その際、船をつなぎとめるために
使われたのが、上部に穴を開けた大
きな岩石で「舟つなぎ石」と呼ばれ、
いまでも橋の上を渡る旅人を眺め
ている。

大井屋

（丸山善兵衛本陣跡）
塩名田宿は、暴れ川であった
千曲川の東岸にあり、10軒ほ
どの旅籠があるだけの小さな
宿場にも拘らず、合わせて３
軒の本陣と脇本陣があった。
橋も掛けられたが洪水のたび
に流失し、船や徒歩で渡るの
がもっぱらだった。

本陣・
問屋跡

妙楽寺

塩名田

高札場跡

舟つなぎ石

浅間山

　

塩
名
田
宿
は
千
曲
川
の
東
岸
に
作

ら
れ
た
川
沿
い
の
宿
場
町
で
す
�

　

﹁
近
郷
無
類
の
荒
れ
川
﹂
と
呼
ば
れ

る
千
曲
川
の
氾
濫
は
�
し
ば
し
ば
旅

人
の
足
を
止
め
た
た
め
宿
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
�

　

今
も
格
子
戸
が
残
る
街
並
み
に
は

旧
屋
号
看
板
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
�

向沢山斑稲荷神社
油揚げをお供えしてお願い
すると、 失くし物が見つか
ると言われている。

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

コラム
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大日如来



八幡宿

浅科中学校

あさしな温泉
　穂の香乃湯

142

道標

道標

道標

道標

道標
道標

祝言道祖神
宮廷貴族風の衣装をまとった男女
が祝言を挙げ、酒を酌み交わす双
体道祖神の顔はどちらも細面で優
しく美しさに満ちており、民衆の
素朴な道祖神というより気品を感
じる貴重な道祖神

むらおこし道祖神

瓜生坂一里塚
旅人の目印として設置され
た一里塚。大木が植えられ、
木陰で休息が取れるように
配慮されていた。

瓜生坂の碑
望月周辺には、多くの双体道祖神が遺され
ており、高遠石工の手になる秀作を見るこ
とができる。元禄10 年（1697）建立の「中仙
道道標」も見逃せない。表記が「中仙道」と
なっているのは、「中山道」に統一された正
徳6 年（1716）以前に建立されたためであ
る。 瓜生坂は古代の東山道にあたり、遺跡
も発見されている。

馬頭観世音

佐久市役所
浅科支所

「生井大神」石碑

「生水大神」石碑

薬局

馬頭観世音

瓜生坂石仏

道標

二十四番 八幡宿
（本陣1、脇本陣4、旅籠3）

浅科支所前

八幡中町

八幡西

百沢東

布施温泉入口

八　幡

CVS

問屋・脇本陣跡

八幡神社
端垣門（みずがきもん）が宝永5
年（1708）、随身門（ずいじん
もん）が天保14年（1843）に建
立された。額殿には安永9年
（1780）に奉納された県下最古
の算額がある。

高良社（旧本殿）
（国指定の重要文化財）

蓬田の八幡神社の境内にある社。延徳三年
（1491年）望月城の城主滋野遠江守光重を
中心に御牧郷の総社として建立された。

道標

馬頭観世音

常泉寺

道の駅
ほっとぱ～く・浅科

View Point 田園風景と浅間山

八
幡
宿
は
�
周
辺
の
八
幡
・

蓬
田
︵
よ
も
ぎ
だ
︶
・
桑
山
地

域
の
住
民
が
移
住
し
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
�
千
曲
川
を
渡

り
�
わ
ず
か

27
町
の
距
離
に

八
幡
宿
が
あ
り
ま
す
�
両
宿

場
の
間
を
千
曲
川
が
流
れ
て

い
る
た
め
�
宿
場
間
の
距
離

が
き
わ
め
て
短
く
な
�
て
い

ま
す
�
ま
た
�
八
幡
宿
の
東

側
は
の
ち
に
市
川
五
郎
兵
衛

に
よ
�
て
開
発
さ
れ
た
﹁
五

郎
兵
衛
新
田
村
﹂
の
下
原
で

あ
り
�
強
粘
土
質
の
水
田
に

適
し
た
土
壌
で
も
あ
り
ま

す
�

　

文
久
元
年
︵
1
8
6
1
︶
�

中
山
道
を
下
�
て
き
た
皇
女

和
宮
の
一
行
は
�
11
月
6
日

に
和
田
宿
に
宿
泊
し
�
翌
7

日
に
芦
田
宿
で
昼
休
み
を

し
�
八
幡
宿
へ
宿
泊
し
て
い

ま
す
�
代
々
�
本
陣
・
問
屋

を
務
め
た
小
松
家
に
は
�
和

宮
か
ら
下
賜
さ
れ
た
折
り
紙

な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
�現在は

通行不可

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い
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祝言道祖神

瓜生坂
東の瓜生坂峠はその先で甲州道が
分かれており、北へ行くと北国街道
の田中宿があり、上田城下や祢津町
陣屋へつながっています。

コラム
うりゅう

八幡本陣跡（小松家）

や わ た

はちまん



道標

道標

道標

　

茂
田
井
村
は
﹁
間
の
宿
﹂

と
呼
ば
れ
�
旅
籠
を
持
た
な

い
休
息
処
で
し
た
�
こ
れ
は

幕
府
に
よ
る
本
宿
保
護
の
た

め
に
出
し
た
禁
令
に
よ
�

て
�
本
宿
以
外
で
の
宿
泊
を

取
り
締
ま
�
た
た
め
で
す
�

　

元
禄
二
年
︵
1
6
8
9
︶
名

主
市
郎
右
衛
門
が
酒
造
り
を

は
じ
め
�
現
在
は
大
澤
酒
造

と
武
重
本
家
酒
造
の
2
軒
の

造
り
酒
屋
が
あ
り
�
武
重
本

家
酒
造
の
通
り
に
面
し
た
蔵

の
敷
地
に
は
若
山
牧
水
の
歌

碑
が
あ
り
ま
す
�

　

い
ま
で
も
古
い
街
並
み
が

そ
の
ま
ま
残
る
茂
田
井
間
の

宿
は
�
旅
人
を
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
�

望月宿

茂田井間の宿

142

望月警部
交番

望月高校

川西赤十字
病院

公園

石仏

石祠

道標

道標

道標

真山家住宅 大和屋
（国指定の重要文化財）

類焼により明和3年（1765年）に再建され
たもの。2階が1階よりも前方に突き出た
出桁（だしげた）造りは再建以来手が加え
られていない。

信永院
天文元年（1532年）望月左衛門尉信永
の開基と伝わる。本堂前に樹齢五百余年
といわれる根元から十数本の幹を生じた
珍しい榧の木がある。

長坂の
馬頭観世音
道祖神・石仏群

佐久市役所
望月支所

望月バス
ターミナル

茂田井
一里塚跡

茂田井の桜並木

間の宿看板

駐在所

石割板

古峰神社

芭蕉の碑

城光院
この地に古くから勢力を張った望
月氏と関係が深い寺。望月氏宝篋
印塔や境内に佇む青面金剛像の姿
に年月を感じる。

神明社
祭信は天照大神、雨乞いの霊験とし
て崇拝されている。
宝永六年（1709年）茂田井村初代名
主となった大澤茂右衛門が願主とな
り建立された。
本殿は神明造でこの地方では珍しい
存在である。

若山牧水句碑
酒好きで有名な牧水。
望月には、そこそこ牧
水の足跡が残る。

無量寺
長保５年（1003）創建と伝えられ
る天台宗比叡山延暦寺の末寺、本尊
は薬師如来座像で２尺８寸４分の檜
造り脇侍に日光・月光両菩薩を持つ
室町時代の作。表情が異なる六地蔵
は貴重な石造物。

諏訪社
祭神は建御名方命、出雲系諏訪族の祖先とし
て、諏訪上下２社に奉斎され、古くは南宮と
もいった。諏訪神社を中心とする諏訪信仰は
全国的であり、その分社・末社は5076社とい
われている。
現在の社殿は文化15年（1818）茂田井の宮
大工田中円蔵が建てたもので、上屋の中の本
殿は一間社流造りで外周が見事な彫刻で飾ら
れている。
神楽殿は、回り舞台にもなっており、現存す
る立科町唯一のもの。
正面大鳥居をくぐり、すぐ左側には松尾芭蕉
の「山路来て何やら床しすみれ草」の句碑が
ある。

武重本家酒造（株）
茂田井間の宿にある造り酒
屋。江戸後期の住宅や明治初
期の酒蔵などが国の登録有形
文化財となっている。

大澤酒造（株）
蓼科山の伏流水、地元の豊富
な米と酒造りに適した自然環
境にも恵まれた茂田井で元禄
二年（1689年）より酒造り。
酒蔵を改装して、酒造りや街
道文化の資料を展示した民俗
資料館や名主の館、書道館、
美術館がある。

二十五番 望月宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠9）

大伴神社
延喜式佐久三社（英多・長
倉・大伴）のうちの一社。榊
祭りは大伴神社の例祭といわ
れ、今でもその境内で奉納が
とりおこなわれる。

民俗資料館

望月宿入口

望月宿西口

御桐谷

御桐谷西

CVS

CVS

P

P

本陣大森家

脇本陣兼問屋

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

蟠龍窟・弁財天
この弁財天は永世年中（1504-1521）
信永院開山道厳禅師が、琵琶湖の竹生島
より勧請したと伝えられる。

1920

濁池

　

望
月
は
宿
場
と
と
も
に

清
和
天
皇
︵
8
7
6
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︶
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頃
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�

八
月
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の
日
に
朝
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名
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望
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の
地
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と
言
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れ
て
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ま
す
�
紀
貫
之

な
ど
多
く
の
歌
人
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詠
ま

れ
�
古
く
か
ら
親
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ま
れ

て
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る
場
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あ
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ま

す
�
本
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問
屋
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門
構
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芦田宿
笠取峠

142

142

道標

道標

P P

View Point

View Point

愛宕神社
山城国（現京都府）愛宕権現の分社であ
り、火除けの神としてあがめている。
祭日は4月18日

笠取峠の松並木
（長野県天然記念物）

約1ｋｍにわたり150年～
300年以上たった老赤松が
往時の中山道を偲ばせてく
れる。

光徳寺
この一帯を治めた武士芦田
氏の菩提寺。不開門の彫刻
（立川流）は見事なもの。

松並木公園

大庭史跡公園

ふるさと
交流館
「芦田宿」

ドラッグ
ストア

標識
（中居）

標識
（石内場公園）

若山牧水歌碑

吉村煙嶺句碑

正明寺
(紫雲の松)

馬頭
観世音

道祖神

津金寺
正式名を恵日山修学院津金寺といい、江戸時代は、信濃天台5ヶ寺の一つに数
えられた名刹です。この寺は天台宗に属し、今から約1300年前の大宝2年
（702）に僧、行基によって開山されたといわれている。その後、最澄、円
仁、により学僧育成の寺として天台談義所が設けられて今日に至る。
観音堂・阿弥陀堂・妙見堂・仁王門・鐘楼・石造多重塔・五輪塔・宝篋印
塔・保科五無斎記念碑・山野草（カタクリ他）

旧芦田宿本陣
土屋家住宅

（長野県宝）
土屋家は、芦田宿の開設に尽力し代々本陣を務
めた。
現在の客殿は寛政12年(1800年)に建替えら
れ、建坪は163坪(537㎡)。
往時は門の左に高札場、右に問屋場、後方には
間口5間の荷蔵、主屋、酒造蔵などがあった。
客室部は妻入瓦葺きで、玄関は幅２間、玄関内
の広間は27畳あり、奥の上段の間は、優れた
意匠の京風な造りとなっている。

蓼科神社
旧社格は郷社であり、蓼科山頂に奥社(本社)、山麓
の古町に里宮があり、延喜式の式外社ながらも古い
歴史と格式の高い神社で、祭神は高皇霊神である。
高井神社と呼ばれていたが、明治８年蓼科神社と改
称された。
奥社のある蓼科山は秀麗な容姿を持つ独立峰で天空
高くそびえる山容をそのまま御神体とした古い山岳
信仰の原始形をとどめるものである。
里宮の御神木である高井杉（神成杉）は樹齢1000
年を超える大木で、県下10指の中に数えられる古
樹である。

白樺高原入口

芦　田

芦　田 芦田中央

山　部

立科町役場入口

和　子

CVS

〒

脇本陣跡 二十六番 芦田宿
（本陣1、脇本陣2、旅籠6）
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笠取峠一里塚
（江戸から数えて43番目）

スーパー
マーケット

立科町役場前

立科町役場

金丸土屋旅館

酢屋茂

かぶと松と休み石

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い
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長久保宿

142

152
松尾神社

京都「松尾神社」祭神を分霊し
て奉祀してあり、酒造の守護神
として近隣の酒造家の信仰を得
ている。

長久保宿本陣

江戸時代を通じて、本陣と問屋を
勤めた。当時の建造物としては、
御殿と表門が現存し、御殿は中山
道では現存する最古の本陣遺構と
言われている。

一福処 濱屋
「出梁造り」が特徴的な
旅籠建築で、長久保宿を訪
れる方の休み処として改
修・整備し、歴史資料館と
して公開している。 立場茶屋

小松屋跡

長和町役場
長門庁舎駐在所

長久保横町

長久保

笠取峠
江戸時代には峠の頂上に小
松屋という茶屋があり、旅
人の疲れを癒した。

峠の石碑
（R142道路改良記念碑）

笠取峠一里塚

CVS

濱田屋旅館
長久保宿で現在でも唯一
営業している旅館。
中山道を歩く人々にとっ
て、大切な宿として利用
されている。

長安寺

観音寺

四泊一里塚跡

二十七番 長久保宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠43）

2324

道標

道標

道標

不聞道祖神 ※国道敷通
行注意

道標 長久保宿標柱

辰野屋

長久保宿標柱

釜鳴屋
「本うだつ」が一際目を引く釜鳴
屋は、酒造業を営んでいた。現在
でも風情のある町屋の様式を残し
ている。

かまなりや

脇本陣跡

問屋

P
吾一庵

馬頭観音

現在は通行不可

中山道原道標柱 垂れ桜

馬頭観音地蔵尊

中山道原道標柱

立場茶屋図パネル

馬頭観音 笠取峠
標柱



落合橋

下和田

142

152

歴史の道の碑
中山道沿いにあった石仏が安置さ
れ、水明の里ポケットパークが整
備されている。

若宮八幡宮
武田晴信（信玄）の信濃侵攻の前
に敗れ、自害して果てた和田城主
の大井信定父子の首級を埋葬した
と伝えられている。元禄六年
（1693）、信定寺の和尚が追悼の
碑を建てた。

三千僧接待碑
江戸時代中期頃、諸国遍歴の僧侶
に対する供養・接待を発願して信
定寺別院の慈眼寺に建立された碑
で、往還僧にあまねく知らせるた
めに寛政七年（1795）この地に
移された。

落合橋
落合橋
（中山橋）

上組一里塚跡

CVS

大和橋青　原

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

2526

三千僧接待碑

蚯蚓神社
土の中に生きるものの代表である
「みみず」を「蚯蚓大権現」とし
て祀っている。

みみず

中山道案内板

道標

道標

道標



和田宿菩薩寺

和田小

狐坂
和田中

長和町
和田庁舎

和田宿温泉
ふれあいの湯

142

142

信定寺

羽田野
黒耀石石器資料館

大黒屋

熊野神社
新海神社

高札場跡

交番

問屋跡
（米屋鐡五郎）

よろずや

オープンガーデン

和田宿
ステーション

八幡神社
和田城主大井氏の居館の鬼
門除けにつくられたとの伝
承がある。本殿は江戸時代
中期の作と推定されてい
る。

鍛治足
一里塚跡

歴史の道資料館かわちや
（国史跡）

和田宿の旅籠のうちでは、規模が大きく、
出桁造りで格子戸のついた代表的な遺構で
ある。大火後に再建されたものだが、幕末
の建築様式をよく伝えている。「歴史の道
整備事業」により、資料館として復元され
た。

和田宿本陣

（国史跡）
文久元年（1861）3月、和田宿の大火
で焼失したが、同年11月の和宮降嫁を
受けて再建された。明治維新後は役場な
どに使用されていたが、昭和61年から
5ヶ年をかけて、往時の姿に復元され
た。出桁造りの間口12間・奥行9間に及
ぶ宿場最大の建造物。

CVS

〒 学校下

役場前

和田鍛治足

二十八番 和田宿
（本陣1、脇本陣2、旅籠28）

脇本陣

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い
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米屋鐡五郎

黒耀石
和田峠といえば黒耀石の名前を聞
いたことがある人も多いだろう。和
田峠の男女倉の地籍は、黒耀石を原
材料とする石器が多く出土するこ
とから、早くから旧石器時代の重要
な遺跡として注目されてきた。和田
宿にある黒耀石石器資料館には、こ
の男女倉遺跡から出土した石器を
展示し、旧石器時代の人々が使用し
た石の道具（石器）から、古人の技術
力や当時の人々の生活をうかがい
知ることができる。

コラム
こくようせき

道標
道標

道標

中山道
石碑

馬頭観音
金山坂

P
中山道石碑案内板

道標

　「是より和田宿」の碑



和田峠 1
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念仏坂

中山道石碑

※国道敷通行注意

142

142

142

杉の屋
（うしやど）跡

中山道を選んだ理由？
　和宮一行は当初東海道から江戸
へ下る予定であったが、東海道筋
では「川支（かわづかえ）」にあう確
率が高いこと、ならびに東海道筋
の箱根より東には「異人」が「遊行」
しているので、何かあってはいけ
ないという理由で中山道に変更さ
れた。

コラム

67

道標

道標
古道

唐沢の一里塚
（国史跡）

唐沢の一里塚は、江戸時代の早い時期
に中山道の道筋が変更されたため、道
筋から外れた山中に、そのまま残され
ていた。五街道の中でも珍しい、対で
現存する一里塚。
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標高（m） 宿場の標高

下
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宿

和
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和
田
宿

長
久
保
宿

笠
取
峠

芦
田
宿

茂
田
井
間
の
宿

望
月
宿

八
幡
宿

塩
名
田
宿

岩
村
田
宿

小
田
井
宿

追
分
宿

沓
掛
宿

軽
井
沢
宿

碓
氷
峠

坂
本
宿

宿場の標高
　東信州中山道を通過す
るには、和田峠、笠取峠、
碓氷峠の3つの峠を超えな
ければならなかった。
　和田峠（標高1600m）は
中山道最高地点であり、
また、宿場で見た場合、
最も高いのは追分宿。

コラム

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

男女倉口
歴史の道「史跡中山道」に残
る未舗装の道が、ここから和
田古峠へ続いている。

三十三体観音
かつて熊野権現社前に並んで
いた観音菩薩像。旧道の退廃
とともに毀損し、放置されて
いた。昭和48年の発掘調査に
より29体が確認されここに安
置された。

観音坂

中山道石碑
中山道案内板

三十三体観音



和田峠 2

一里塚
（五十三里塚）

石小屋跡

農の駅

旧和
田ト
ンネ
ル

長和町下諏訪町

永代人馬施行所

長坂

接待

中山道石碑

近藤巡査慰霊碑

馬頭観音

中山道案内板
中山道石碑

御嶽山遥拝所

賽の河原

※ビーナスライン接断注意

142

142

142

142

CVS

View Point

バス停

コンビニ

トイレ

眺めが良い

赤坂

永代人馬施行所
（国史跡）

江戸呉服町の豪商かせや与兵
衛が幕府に寄付した金千両よ
り、利子の半分50両が下付さ
れ、文政十一年（1828）に設
置された。11月から3月まで
峠を越える旅人に粥と焚火
を、牛馬には年中小桶1杯の煮
麦を施行した。

石畳の道
和田峠の峠道は、ガレ場が多
く旅人も通行に難儀していま
した。この石畳は、古くから
あったものを「歴史の道」と
して整備したもの。

東餅屋の一里塚
江戸から五十二里にあたる一
里塚。広原一里塚とも呼ばれ
ている。

東餅屋茶屋跡
和田峠には、唐沢・東餅屋・西餅屋・
樋橋・落合に茶屋があり、旅人の休息
所になっていた。東餅屋では、五軒
の茶屋があり、寛永年間より一軒に一
人扶持（1日玄米五合）が与えられ、
旅人の救助にもあたった。幕末には大
名休息のための茶屋本陣も置かれた。

道標

道標
道標

道標
道標

道標

道標

View Point

和田峠（古峠）
和田宿から下諏訪宿までは、五里十八町（約
22km）長い道程。しかも中山道最高地点
（標高1600m）にして五街道のなかでも最
高地点となる和田峠は、急坂が多く降雪の際
はもとより雨や霧の日も旅人は難渋した。峠
の頂上には御嶽山遥拝所碑や馬頭観世音、賽
の河原地蔵が建立されている。

新和田トンネルへ

西餅屋
西餅屋は、中山道下諏訪宿と和田
宿の峠路に設けられた「立
場」。ここには茶屋本陣の小口
家と武居家・犬飼家・小松家の四
軒があり、ときには穀留番所が
置かれた。現在は、道の「曲之
手」と茶屋跡が残っている。

永代人馬施行所

3132



（徒歩）
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方
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和
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峠
方
面

（徒歩：長久保まで約 7.3km）

●
中
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面

千曲バス
（中仙道線）

●
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三
石
公
民
館
方
面

軽井沢町内循環バス
（東・南廻り線）

軽井沢町内循環バス
（西コース）

佐久市内巡回バス（中佐都線）

（徒歩：約 4.1km）
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■バス会社連絡先

・軽井沢交通バス（旧軽井沢～碓氷峠・見晴台）
　　TEL : 0267-42-5538　軽井沢観光会館
・軽井沢町内循環バス（東廻り・南廻り）
　　TEL : 0267-45-5045 　西武高原バス(株)軽井沢営業所
・軽井沢町内循環バス（西コース）
　　TEL : 0267-22-2100　千曲バス(株)小諸営業所
・千曲バス（佐久御代田線・中仙道線）
　　TEL : 0267-62-0081　千曲バス（株）本社
・佐久市内巡回バス（中佐都線）
　　TEL ： 0267-62-3094　佐久市 生活環境課 生活公共交通係
・和田峠北線
　　TEL：0267-22-0588　ジェイアールバス関東（株）小諸支店
・長和町内巡回バス（学者村方面・男女倉方面）
　　TEL：0268-68-3111　長和町役場 長門庁舎
　　TEL：0268-88-2345　長和町役場 和田庁舎

佐久ハイヤー  TEL：0267-62-1515 
松葉タクシー  TEL：0267-67-4321 
新海タクシー  TEL：0267-62-0009  
ニュー交通  TEL：0267-65-7070 
佐久小諸観光タクシー  TEL：0267-65-8181 
八千穂タクシー  TEL：0267-63-4050 
浅科観光ハイヤー TEL：0267-58-2030 
東信観光バス  TEL：0267-53-5522 
望月観光タクシー TEL：0267-53-3030 
望月ハイヤー  TEL：0267-53-3232

＜立科＞
白樺観光タクシー（株） TEL：0267-56-3636
望月ハイヤー（有）
　芦田営業所  TEL：0267-56-1153

＜バス時刻表はこちらから＞
東信州中山道ウェブサイトで、各
路線の時刻表をご案内していま
す。左の QR コードから、サイト
へアクセスしてご覧ください。

http://www.higashisinshu_nakasendo.com/bus

■タクシー会社

＜軽井沢＞
浅間観光タクシー  TEL：0267-45-5264
軽井沢観光タクシー TEL：0267-45-5408
第一交通 TEL：0267-42-2221
ますや交通  TEL：0267-45-5223
松葉タクシー  TEL：0267-42-2181

＜御代田＞
軽井沢観光タクシー 
　御代田営業所 TEL：0267-32-2255
松葉タクシー 
　御代田営業所  TEL：0267-32-3311 

＜佐久＞
第一交通  TEL：0267-68-6080 
岩村田観光タクシー TEL：0267-67-2525 
千曲ハイヤー  TEL：0267-67-1010 

（徒歩：学者村まで約 3.5km→） （→徒歩：長久保まで約 3.8km）

※やすらぎの湯経由となります。
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